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野村総合研究所（NRI）は2009年まで

の国内主要IT市場規模の予測を発表し

た。そのうちのハード市場から「デジタル

情報家電」と「パソコン」の出荷台数予測、

「携帯電話端末」の需要台数予測を抜粋

したのが図1である。

携帯電話の需要台数は2006年から減

少に転じ、パソコンも今後大きな成長は

望めない。一方で、ゲーム機やデジタル

ビデオレコーダー（DVR）、セットトップ

ボックスなどを含む「デジタル情報家電」

は2009年まで拡大基調を続けると予測

している。

ここでいうデジタル情報家電とは、基

本的には従来の家電にデジタル技術を搭

載した「グレードアップ製品」であり、そ

のデジタル技術の中で最も大きな意味を

持つのがネットワーク機能である。

デジタル情報家電にはネットワーク機

能が標準装備される。今後家庭のアクセ

スラインとして高速無線ネットワークが整

備されれば、家電の使い方にも大きな影

デ ー タ で 読 む 未 来

デジタル情報家電市場は2007年まで急拡大
機器の半数にネットワーク機能が搭載される

響を与えるだろう。また、インターネット

を利用したサービスとの連携など、新た

なビジネスが生まれる可能性もある。

NRIの予測では、2007年頃にネット

ワーク機能の搭載率が半数を超え、デジ

タル情報家電の本格展開期に入るととい

う。しかし市場が形成されてから飽和す

るまでの時間はきわめて短く、成長はす

ぐに緩やかになると見ている。

■図1 国内ITハード市場規模予測

出所●野村総合研究所の発表資料を元に編集部作成
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■図2 デジタル家電市場規模(台数)予測
デジタル情報家電の中ではデジタルビデオレコー

ダー（DVR）の市場が最も大きく、次いでゲーム

機、セットトップボックス/ホームゲートウェイ製

品と続く。2010年にはすべての機器を合わせて

1500万台を突破するとの予測である。
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■図3 国内パソコン市場規模(台数)推移予測
パソコンの出荷台数は2003年に落ち込んだも

のの(JAITA調べ)、AV機能の搭載による個人需

要の回復や企業の買い替え需要などで2004年

からまた伸びている。しかし今後は大きく成長す

ることはなく、情報家電に追い越される。
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■図4 国内携帯電話端末の需要台数予測
急激に立ち上がり、競争が激化するデジタル情報

機器市場のサイクルは、国内携帯電話端末市場の

これまでの流れを見ても分かる。第3世代携帯電

話は2005年から2006年にかけて伸びるが、

国内の市場全体は既に飽和状態にある。

出所●図2～4は野村総合研究所の報道発表資料

および『これから情報・通信市場で何が起こるの

か― IT市場ナビゲーター2005年版』(同社情

報・通信コンサルティング一・二部 著、東洋経済

新報社発行)より

http://www.nri.co.jp/news/2005/050114.

html
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